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(57)【要約】
　内視鏡は、内視鏡挿入部の先端に設けられた先端部ハ
ウジングと、前記先端部ハウジングに設けられる観察窓
と、前記先端部ハウジング内に設けられ、前記観察窓を
通して前記先端部ハウジングの外部の撮像対象を撮像す
る撮像部と、前記撮像部を前記観察窓に対して移動し前
記撮像部による撮像視野範囲を変更する撮像部移動手段
と、前記観察窓の外面を洗浄する洗浄部と、前記撮像部
移動手段による前記撮像部の撮像視野範囲の変更動作と
前記洗浄部による洗浄動作を連動させる連動手段と、を
備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡挿入部の先端に設けられた先端部ハウジングと、
　前記先端部ハウジングに設けられ、前記先端部ハウジングの内部から前記先端部ハウジ
ングの外部を観察し得る観察窓と、
　前記先端部ハウジング内に設けられ、前記観察窓を通して前記先端部ハウジングの外部
の撮像対象を撮像する撮像部と、
　前記撮像部を前記観察窓に対して移動し前記撮像部による撮像視野範囲を変更する撮像
部移動手段と、
　前記観察窓の外面を洗浄する洗浄部と、
　前記撮像部移動手段による前記撮像部に対する撮像視野範囲の変更動作と前記洗浄部に
よる洗浄動作を連動させる連動手段と、
　を備える内視鏡。
【請求項２】
　前記洗浄部による前記観察窓に対する洗浄位置を変更する洗浄位置変更手段をさらに備
え、
　前記連動手段は、前記撮像部移動手段による前記撮像部に対する撮像視野範囲の変更動
作と前記洗浄位置変更手段による洗浄位置の変更動作とを連動させる請求項１に記載の内
視鏡。
【請求項３】
　前記洗浄位置変更手段は、前記撮像部移動手段に前記連動手段としての動力伝達手段を
介して連結されることで、前記撮像部移動手段との間で駆動力を共用する請求項２に記載
の内視鏡。
【請求項４】
　前記洗浄位置変更手段は、前記撮像部移動手段により移動された前記撮像部の位置にお
ける撮像視野方向を含む前記観察窓の位置に前記洗浄位置を変更するように前記動力伝達
手段を介して前記撮像部移動手段に連結されている請求項３に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記洗浄位置変更手段は、前記撮像部移動手段により移動された前記撮像部の位置にお
ける撮像視野方向と異なる方向の前記観察窓の位置に、前記洗浄位置を変更可能であり、
且つ前記動力伝達手段を介して前記撮像部移動手段に連結されている請求項３に記載の内
視鏡。
【請求項６】
　前記洗浄部は、前記観察窓の外面の複数の領域をそれぞれ洗浄する複数の領域別洗浄部
を有しており、
　前記洗浄位置変更手段は、前記複数の領域別洗浄部の中から少なくとも一つの領域別洗
浄部を選択することで、前記洗浄位置を変更する請求項２に記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記撮像部移動手段は第１駆動部を有し、前記洗浄位置変更手段は第２駆動部を有し、
　前記連動手段は、前記第１駆動部と前記第２駆動部とを連動して動作させる制御部であ
る請求項２に記載の内視鏡。
【請求項８】
　前記洗浄部が、洗浄用の流体を前記観察窓の外面に向けて吹き付ける噴射ノズルを備え
る請求項１に記載の内視鏡。
【請求項９】
　前記連動手段が、前記撮像部移動手段による前記撮像部に対する撮像視野範囲の変更動
作と連動させて前記噴射ノズルからの前記流体の噴射制御を行う制御部である請求項８に
記載の内視鏡。
【請求項１０】
　前記洗浄部が、洗浄用の流体を前記観察窓の外面に向けて吹き付ける噴射ノズルを備え
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、
　前記洗浄位置変更手段は、前記噴射ノズルの向きを移動することで洗浄位置を変更する
請求項２に記載の内視鏡。
【請求項１１】
　前記洗浄部が、洗浄用の流体を前記観察窓の外面に向けて吹き付ける噴射ノズルを備え
、
　前記洗浄位置変更手段は、前記噴射ノズルから噴射される洗浄用の流体を前記観察窓の
外面に向けて反射する反射板を有しており、前記反射板の向きを移動することで、前記洗
浄用の流体による洗浄位置を変更する請求項８に記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡に関する。本願は、２０１３年１月２９日に、米国に仮出願された米
国仮出願６１／７５７，７９１号に基づき優先権を主張し、この内容をここに援用する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、内視鏡先端部に、観察窓を通して外部の撮像対象を撮像する撮像部を備えた内視
鏡が知られている。たとえば、特許文献１には、撮像部が観察窓に対して移動することで
、撮像部の視野範囲が変更される内視鏡が開示されている。
【０００３】
　また、従来、観察窓に向けて洗浄用の液体や気体を噴射するノズルを備えた内視鏡が知
られている。この他、洗浄用の液体や気体を噴射するノズルを、付着物へ向くように移動
制御する内視鏡が知られている（たとえば、特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－７５７７８号公報
【特許文献２】特開２００８－２２０７０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記従来の内視鏡は、ノズルを付着物に向けて移動するので、操作者が見たい方向と関
係ない場所も、汚れが付着しているというだけで洗浄する可能性がある。そうした場合、
無駄な洗浄を繰り返し、洗浄水の消費が増えると共に洗浄の効率が損なわれかねない。
【０００６】
　本発明は、このような課題に鑑みてなされたものであって、撮像部で撮像したい方向の
観察窓の位置を洗浄することができ、効率の良い洗浄を行うことができる内視鏡を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の第一の態様に係る内視鏡は、内視鏡挿入部の先端に設けられた先端部ハウジン
グと、前記先端部ハウジングに設けられ、前記先端部ハウジングの内部から前記先端部ハ
ウジングの外部を観察し得る観察窓と、前記先端部ハウジング内に設けられ、前記観察窓
を通して前記先端部ハウジングの外部の撮像対象を撮像する撮像部と、前記撮像部を前記
観察窓に対して移動し前記撮像部による撮像視野範囲を変更する撮像部移動手段と、前記
観察窓の外面を洗浄する洗浄部と、前記撮像部移動手段による前記撮像部に対する撮像視
野範囲の変更動作と前記洗浄部による洗浄動作を連動させる連動手段と、を備える。
【０００８】
　本発明の第二の態様によれば、第一の態様に係る内視鏡において、前記洗浄部による前
記観察窓に対する洗浄位置を変更する洗浄位置変更手段をさらに備えてもよい。前記連動
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手段は、前記撮像部移動手段による前記撮像部に対する撮像視野範囲の変更動作と前記洗
浄位置変更手段による洗浄位置の変更動作とを連動させてもよい。
【０００９】
　本発明の第三の態様によれば、第二の態様に係る内視鏡において、前記洗浄位置変更手
段は、前記撮像部移動手段に前記連動手段としての動力伝達手段を介して連結されること
で、前記撮像部移動手段との間で駆動力を共用してもよい。
【００１０】
　本発明の第四の態様によれば、第三の態様に係る内視鏡において、前記洗浄位置変更手
段は、前記撮像部移動手段により前記撮像部を移動した位置の撮像視野方向の観察窓の位
置に前記洗浄部による洗浄位置を変更するように前記動力伝達手段を介して前記撮像部移
動手段に連結されてもよい。
【００１１】
　本発明の第五の態様によれば、第三の態様に係る内視鏡において、前記洗浄位置変更手
段は、前記撮像部移動手段により前記撮像部を移動した位置の撮像視野方向と反対側の前
記観察窓の位置に、前記洗浄部による洗浄位置を変更可能であり、且つ前記動力伝達手段
を介して前記撮像部移動手段に連結されてもよい。
【００１２】
　本発明の第六の態様によれば、第二の態様に係る内視鏡において、前記洗浄部は、前記
観察窓の外面の複数の領域をそれぞれ洗浄する複数の領域別洗浄部を有してもよい。前記
洗浄位置変更手段は、前記複数の領域別洗浄部の中から少なくとも一つの領域別洗浄部を
選択することで、前記洗浄部による洗浄位置を変更してもよい。
【００１３】
　本発明の第七の態様によれば、第二の態様に係る内視鏡において、前記撮像部移動手段
は第１駆動部を有してもよく、前記洗浄位置変更手段は第２駆動部を有してもよい。前記
連動手段は、前記第１駆動部と前記第２駆動部とを連動して動作させる制御部である制御
部であってもよい。
【００１４】
　本発明の第八の態様によれば、第一の態様に係る内視鏡において、前記洗浄部が、洗浄
用の流体を前記観察窓の外面に向けて吹き付ける噴射ノズルを備えてもよい。
【００１５】
　本発明の第九の態様によれば、第八の態様に係る内視鏡において、前記連動手段が、前
記撮像部移動手段による前記撮像部に対する撮像視野範囲の変更動作と連動させて前記噴
射ノズルからの前記流体の噴射制御を行う制御部であってもよい。
【００１６】
　本発明の第十の態様によれば、第二の態様に係る内視鏡において、前記洗浄部が、洗浄
用の流体を前記観察窓の外面に向けて吹き付ける噴射ノズルを備え、前記洗浄位置変更手
段は、前記噴射ノズルの向きを移動することで洗浄位置を変更してもよい。
【００１７】
　本発明の第十一の態様によれば、第八の態様に係る内視鏡において、前記洗浄部が、洗
浄用の流体を前記観察窓の外面に向けて吹き付ける噴射ノズルを備えてもよい。前記洗浄
位置変更手段は、前記噴射ノズルから噴射される洗浄用の流体を前記観察窓の外面に向け
て反射する反射板を有しており、前記反射板の向きを移動することで、前記洗浄用の流体
による洗浄位置を変更してもよい。
【発明の効果】
【００１８】
　上記内視鏡によれば、観察窓を、撮像部で撮像したい方向を含む位置で洗浄することが
でき、効率の良い洗浄を行うことができる。また、上記内視鏡によれば、撮像部の視野外
であって洗浄する必要性がない部分には洗浄水が噴射されず、効率のよい洗浄を行うこと
ができる。
【図面の簡単な説明】
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【００１９】
【図１】本発明の第１実施形態に係る内視鏡の先端の構成を模式的に示す斜視図である。
【図２】本発明の第１実施形態に係る内視鏡で実行される洗浄制御の流れを示すフローチ
ャートである。
【図３】本発明の第１実施形態に係る内視鏡で実行される洗浄動作のタイミングチャート
である。
【図４】本発明の第２実施形態に係る内視鏡の先端の構成を模式的に示す斜視図である。
【図５】本発明の第２実施形態に係る内視鏡の一部の構成を取り出して示す平面図である
。
【図６】本発明の第２実施形態に係る内視鏡で実行される洗浄制御の流れを示すフローチ
ャートである。
【図７】本発明の第２実施形態に係る内視鏡で実行される洗浄動作のタイミングチャート
である。
【図８】本発明の第３実施形態に係る内視鏡に含まれる洗浄部および洗浄位置変更手段の
構成を示す平面図である。
【図９】本発明の第３実施形態に係る内視鏡に含まれる洗浄部および洗浄位置変更手段の
構成を示す正面図である。
【図１０】本発明の第４実施形態に係る内視鏡の先端の構成を模式的に示す斜視図である
。
【図１１】本発明の第５実施形態に係る内視鏡の先端の構成を模式的に示す斜視図である
。
【図１２】本発明の第５実施形態に係る内視鏡の駆動系の構成を示すブロック図である。
【図１３】本発明の第５実施形態に係る内視鏡で実行される洗浄制御の流れを示すフロー
チャートである。
【図１４】本発明の第５実施形態に係る内視鏡で実行される洗浄動作のタイミングチャー
トである。
【図１５】本発明の第５実施形態に係る内視鏡で実行されるその他の洗浄動作のタイミン
グチャートである。
【図１６】本発明の第５実施形態に係る内視鏡で実行されるその他の洗浄動作のタイミン
グチャートである。
【図１７】本発明の第５実施形態に係る内視鏡で実行されるその他の洗浄動作のタイミン
グチャートである。
【図１８】本発明の第５実施形態に係る内視鏡で実行されるその他の洗浄動作のタイミン
グチャートである。
【図１９】本発明の第５実施形態に係る内視鏡で実行されるその他の洗浄動作のタイミン
グチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
（第１実施形態）
　以下、本発明の第１実施形態に係る内視鏡について、図１から図３を参照して説明する
。
　図１は第１実施形態に係る内視鏡１Ａの先端の構成を模式的に示す斜視図である。本実
施形態に係る内視鏡１Ａは、医療用の内視鏡である。図１に示すように、内視鏡１Ａは、
体内に先端から挿入される挿入部２を備えている。内視鏡１Ａの挿入部２の先端には、硬
質の材料からなる先端部ハウジング１０が設けられている。本明細書では、内視鏡１Ａに
おいて、先端部ハウジング１０が設けられている側を先端とし、図示しない操作部が設け
られている側、すなわち操作者が体内に挿入部２を挿入するときの手元側を基端と呼び説
明を行なう。
【００２１】
　先端部ハウジング１０は、軸線方向を挿入部２の長軸方向に揃えた円柱状の形状を有す
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る。先端部ハウジング１０の基端側の内部には、収納空間１６が形成されている。収納空
間１６の先端側は先端壁１１で塞がれている。先端壁１１の先端面１１ａは、先端部ハウ
ジング１０の軸線方向に対して直交する平坦な面である。先端壁１１の先端面１１ａには
、観察窓１２が設けられている。観察窓１２は、先端部ハウジング１０の内部から先端部
ハウジング１０の外部を観察し得る。
【００２２】
　観察窓１２は、光透過性を有するカバー１３がはめ込まれた窓である。本実施形態では
、カバー１３は長円形の輪郭をなす透明な板状である。観察窓１２には、カバー１３が嵌
め込まれる長円形の開口部１２ａが形成されている。
【００２３】
　長円形の開口部１２ａは、先端部ハウジング１０の軸線方向と直交する横断面が長円形
に形成された開口部である。透明カバー１３は、その外面が先端部ハウジング１０の先端
面１１ａと面一となるように、長円形の開口部１２ａに嵌め込まれている。カバー１３は
開口部１２ａに対して固定されている。長円形の開口部１２ａは、先端壁１１の円形の先
端面１１ａの中心に近い位置に、先端面１１ａの直径方向に対し、長円の長径方向を沿わ
せるように形成されている。
【００２４】
　開口部１２ａに固定されたカバー１３は、外部から流体や固形物が観察窓１２を通して
先端部ハウジング１０の内部に入り込まないように開口部１２ａを塞ぐ。加えて、カバー
１３は、観察窓１２を介して撮像部２０が外部の観察対象物を観察することができるよう
に光を透過するように形成されている。
【００２５】
　観察窓１２の内側（先端部ハウジング１０内）には、空洞部１５が設けられている。空
洞部１５は、先端側が長円形の開口部１２ａに連通し、且つ基端側が収納空間１６に連通
する。空洞部１５には、撮像部２０が収容されている。撮像部２０は、観察窓１２を通し
て、先端部ハウジング１０の外部の撮像対象を撮像する。撮像部２０は、例えば、撮像素
子を備えたイメージセンサと、イメージセンサを制御するカメラコントロールユニットと
、イメージセンサへ集光するための光学系などを備える。
【００２６】
　撮像部２０は、空洞部１５内において支持部材２１に取り付けられている。これにより
、撮像部２０は、空洞部１５の内壁に接触しない状態で、空洞部１５内に保持されている
。
【００２７】
　支持部材２１の基端側は、収納空間１６内に配されている。支持部材２１の基端側は、
収納空間１６内において、プーリ３５に連結されている。具体的には、支持部材２１の基
端側には、連結軸５０及び軸孔２６が形成されている。連結軸５０は、プーリ３５と連結
する。軸孔２６は、キー５１が挿入される。連結軸５０及びキー５１は、プーリ３５の軸
孔３６と支持部材２１の軸孔２６に嵌合される。支持部材２１は、連結軸５０とキー５１
とにより、連結軸５０を中心に支持部材２１、軸孔３６、連結軸５０及びキー５１が互い
に一体に回転するように、プーリ３５と連結されている。
【００２８】
　支持部材２１の基端側部分、プーリ３５、及び連結軸５０は、先端部ハウジング１０の
基端側の収納空間１６に収容されている。そして、連結軸５０は、収納空間１６内におい
て、先端部ハウジング１０に対して回転自在となるように先端部ハウジング１０に取り付
けられている。連結軸５０の回転軸線の方向は、先端部ハウジング１０の軸線方向に対し
て直交している。連結軸５０の回転軸線の方向は、観察窓１２を構成する長円形の開口部
１２ａの長円の長径方向（以下、この方向を「観察窓１２の長径方向」という）に直交し
ている。また、連結軸５０は、その回転軸線が先端部ハウジング１０の円形の断面の中心
を通る位置に配置されている。従って、支持部材２１に取り付けられた撮像部２０は、連
結軸５０を中心に、観察窓１２の長径方向に沿う面内で矢印Ａ１、Ａ２方向に揺動するよ
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うに設けられている。撮像部２０の揺動中心は、先端部ハウジング１０の円形の断面の直
径上に位置する。
【００２９】
　プーリ３５は、軸孔３６が形成された円板状である。軸孔３６は、連結軸５０及びキー
５１が挿入される。また、プーリ３５には、後述する洗浄部３０における洗浄パイプ３２
が固定されている。プーリ３５の外周面には、操作ワイヤ６０が掛けられている。操作ワ
イヤ６０は、内視鏡１Ａの挿入部２の基端側（操作部側）から先端側に向けて延ばされて
、プーリ３５に半周巻かれた後に、挿入部２の先端側から基端側に向けて戻されている。
操作ワイヤ６０は、矢印Ｃ１、Ｃ２方向に押し引きされるように後述するアクチュエータ
１０１により動作される。そして、操作ワイヤが矢印Ｃ１、Ｃ２方向に押し引きされるこ
とによって、プーリ３５が回動する。そして、プーリ３５が回動すると、プーリ３５に固
定された洗浄パイプ３２はプーリ３５と一体に回動する。
【００３０】
　また、操作ワイヤ６０からプーリ３５に伝達された力は、連結軸５０及びキー５１を介
して支持部材２１に伝達される。これにより、支持部材２１及び撮像部２０は、プーリ３
５と一体に回動する。
　本実施形態では、撮像部２０と洗浄部３０の洗浄パイプ３２とは、操作ワイヤ６０の押
し引きによって一体的に回動するように構成されている。すなわち、本実施形態では、撮
像部２０と洗浄部３０とが連動する。
【００３１】
　操作ワイヤ６０を押し引きするアクチュエータ１０１は、挿入部２の基端側に設けられ
ている。アクチュエータ１０１は、挿入部２の基端側に配された制御部１００によってそ
の動作が制御される。アクチュエータ１０１の代わりに、操作者がノブやレバーを介して
操作ワイヤ６０の押し引きを行うように構成されていてもよい。
【００３２】
　洗浄部３０は、先端部ハウジング１０に設けられており、噴射ノズル３１と、洗浄パイ
プ３２とを有する。噴射ノズル３１は、一端が洗浄パイプ３２に連通され、且つ他端がカ
バー１３に向けて開口された管路部材である。噴射ノズル３１は、観察窓１２の外面の一
部に向かって洗浄用流体を吹き付けるノズルである。洗浄用流体としては、水などの液体
や二酸化炭素などの気体が利用可能である。本実施形態では、洗浄用流体として水が用い
られている。以下では、洗浄用流体の例として洗浄水Ｗを用いる場合について説明する。
【００３３】
　噴射ノズル３１は、洗浄パイプ３２の先端に取り付けられている。
　洗浄パイプ３２は、噴射ノズル３１に洗浄水Ｗを送給するパイプである。洗浄パイプ３
２として例えば樹脂や金属等の硬質材料製のパイプが採用されてよい。洗浄パイプ３２の
基端には、可撓性の送水ホース３７が接続されている。送水ホース３７は、挿入部２の基
端側に配された送水部１１０に接続されている。送水部１１０は、制御部１１０による制
御あるいは操作者によるボタン操作等によって洗浄水Ｗを送水ホース３７へと供給する。
【００３４】
　洗浄部３０の洗浄パイプ３２は、洗浄部収納室１４の内部に収容されている。洗浄部収
納室１４は、先端部ハウジング１０の先端壁１１に形成されている。洗浄部収納室１４は
、観察窓１２に隣接して形成されている。洗浄部収納室１４は、先端壁１１の先端面１１
ａから見た場合、断面が観察窓１２の長径方向と平行な方向に自身の長径方向を沿わせた
長円形に形成されている。洗浄部収納室１４は、先端部ハウジング１０の先端壁１１の先
端面１１ａから収納空間１６まで、先端部ハウジング１０の軸線方向に平行に貫通してい
る。
【００３５】
　洗浄部収納室１４の基端は、収納空間１６に連通している。洗浄部収納室１４と収納空
間１６との境界部分には、仕切壁３３が設けられている。仕切壁３３は、先端部ハウジン
グ１０の内部と外部を仕切る。仕切壁３３は、洗浄部収納室１４を通して、外部の流体や
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固形物が収納空間１６に入るのを防ぎ、且つ洗浄部収納室１４内で洗浄パイプ３２が移動
可能とする目的で設けられている。例えば、仕切壁３３は、軟性材料で構成されている。
洗浄部３０の洗浄パイプ３２は、この軟性材料で構成された仕切壁３３を貫通して設けら
れている。すなわち、本実施形態では、洗浄パイプ３２がプーリ３５と一体に回動すると
きに、仕切壁３３が撓むことにより、水密状態を維持しつつ洗浄パイプ３２が回動する。
【００３６】
　洗浄パイプ３２の先端は、洗浄部収納室１４から外に突き出している。したがって、噴
射ノズル３１は、洗浄部収納室１４の外部において、洗浄パイプ３２の先端の移動軌跡に
沿って旋回移動する。噴射ノズル３１は、洗浄部収納室１４に隣接した観察窓１２の外面
に向けて洗浄水Ｗを噴射するように設けられている。噴射ノズル３１が旋回する動作範囲
は、カバー１３において少なくとも撮像部２０の撮像視野に重なる領域に洗浄水Ｗを噴射
できるように設定されている。
【００３７】
　噴射ノズル３１が洗浄水Ｗを噴射することができる領域は、噴射ノズル３１の動作範囲
内に噴射ノズル３１が停止している状態で、噴射ノズル３１から観察窓１２の一部に噴射
されるような大きさに設定されている。
【００３８】
　本実施形態では、洗浄部３０の洗浄パイプ３２が、固定具３４を用いてプーリ３５に固
定されている。洗浄パイプ３２及び噴射ノズル３１はプーリ３５の回転中心を中心として
回動する。これにより、観察窓１２の長径方向に沿う面内で矢印Ｂ１、Ｂ２方向（図１参
照）に噴射ノズル３１が揺動し、洗浄パイプ３２は、観察窓１２全体に洗浄水Ｗを噴射で
きるように構成されている。
【００３９】
　洗浄パイプ３２の先端の位置は、撮像部２０に対して一定の固定された位置関係を有し
ている。すなわち、洗浄パイプ３２の先端は、噴射ノズル３１から観察窓１２へ向かって
噴射される洗浄水Ｗが撮像部２０へ向かって飛ぶように、撮像部２０の方向へ向けられる
。したがって、洗浄パイプ３２の先端の噴射ノズル３１は、観察窓１２の外面のうち撮像
部２０の視野中心に対応した位置に常に向けて洗浄水Ｗを噴射するように構成されている
。
【００４０】
　本実施形態では、撮像部２０が、観察窓１２の長径方向に沿って回動することで、観察
窓１２を通しての撮像部２０による撮像視野範囲が変更される。すなわち、撮像視野範囲
を変更する撮像部移動手段Ｍ１は、プーリ３５と、操作ワイヤ６０と、連結軸５０および
キー５１と、支持部材２１と、アクチュエータ１０１などによって構成されている。なお
、操作ワイヤ６０を操作者が手動で操作する場合は、プーリ３５から手動操作力を入力す
る部材までが撮像部移動手段Ｍ１に含まれる。
【００４１】
　プーリ３５が回転することで、洗浄部３０が観察窓１２の長径方向に沿って回動し、洗
浄部３０による観察窓１２に対する洗浄位置が変更される。洗浄位置変更手段Ｎ１は、洗
浄部３０による洗浄位置を変更する。すなわち、洗浄位置変更手段Ｎ１は、プーリ３５を
含む撮像部移動手段Ｍ１と共用されている。この場合、洗浄部３０と撮像部２０が共に固
定されたプーリ３５が、洗浄部３０と撮像部２０を一体に動かす連動手段Ｒ１に相当する
。連動手段Ｒ１は、撮像部移動手段Ｍ１による撮像部２０に対する撮像視野範囲の変更動
作と、洗浄位置変更手段Ｎ１による洗浄部３０に対する洗浄位置の変更動作とを連動させ
る手段である。
【００４２】
　本実施形態に係る内視鏡１Ａでは、洗浄部３０は、固定具３４を用いてプーリ３５に直
接固定されている。洗浄部３０の噴射ノズル３１の位置と、撮像部２０の撮像視野範囲の
中心の位置とが、プーリ３５の回転方向において一致している。従って、内視鏡１Ａは、
プーリ３５が回転することにより、洗浄部３０による観察窓１２の洗浄位置が、撮像部２
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０の移動した位置における撮像視野方向を含む観察窓１２の位置に変更されるように構成
されている。すなわち、洗浄部３０が、撮像部２０の撮像視野の前方に位置する観察窓２
０を洗浄するように、撮像部２０の移動に従って、洗浄部３０による観察窓１２の洗浄位
置が変更される。
【００４３】
　本実施形態に係る内視鏡１Ａでは、洗浄部３０と撮像部２０とが、プーリ３５が回転し
た際に、常に同じ方向に揃って回動するように連結されている。従って、洗浄部３０をプ
ーリ３５に直接固定している固定具３４が、動力伝達手段Ｔ１に相当する。
【００４４】
　内視鏡１Ａは、制御部１００を備えている。制御部１００は、撮像部２０および洗浄部
３０を移動するアクチュエータ１０１を制御する。この制御部１００は、洗浄部３０の洗
浄パイプ３２に洗浄水Ｗを送る送水部１１０の送水動作も制御する。送水部１１０は、洗
浄水Ｗを圧送するポンプや洗浄水Ｗの供給および停止を制御する弁などから構成されてい
る。
【００４５】
　次に、内視鏡１Ａに設けられた制御部１００の構成及び本実施形態に係る内視鏡１Ａの
作用を図１から図３を参照して説明する。
　図２は、内視鏡１Ａで実行される洗浄制御の流れを示すフローチャートである。図３は
、内視鏡１Ａで実行される洗浄動作のタイミングチャートである。
【００４６】
　内視鏡１Ａの操作者は、まず、内視鏡１Ａの挿入部２の先端側を体内に挿入する。体内
に挿入された挿入部２の先端の先端部ハウジング１０には撮像部２０が設けられている。
従って、撮像部２０は、観察窓１２を通して先端部ハウジング１０の外部の撮像対象を撮
像する。撮像された画像は、画像データとして、挿入部２内に挿入された信号線（図示略
）を介して、内視鏡１Ａ外の画像制御部（図示略）に送られ、表示装置（図示略）に画像
として表示される。
【００４７】
　操作者は、表示装置に表示された画像を見ながら、必要に応じて、手元側にある操作部
を操作する。たとえば、操作者は、制御部１００に、撮像部２０の撮像視野範囲を変更す
る指令信号を入力する。撮像部２０の撮像視野範囲を変更する指令信号が制御部１００に
入力されると、制御部１００は、アクチュエータ１０１に駆動信号を出力して、アクチュ
エータ１０１を駆動させる。アクチュエータ１０１が駆動されると、操作ワイヤ６０が押
し引きされる。操作ワイヤ６０が押し引きされると、プーリ３５が回転する。プーリ３５
が回転すると、撮像部２０と洗浄部３０とが一体的に回動する。すなわち、制御部１００
による制御に基づいて、撮像部２０と洗浄部３０とが連動して動作する。
【００４８】
　撮像部２０が回動すると、撮像部２０による撮像視野範囲が変更される。洗浄部３０が
回動すると、洗浄部３０による洗浄位置が変更される。制御部１００は、洗浄が必要か否
かを判断する機能を備えている。例えば、制御部１００は、観察窓１２に汚れがついてい
るか否か、観察窓１２における汚れの位置が撮像部の撮像視野方向の正面か否か、を判定
する機能を有してもよい。
　洗浄が必要な場合は、制御部１００は、送水部１１０に駆動信号を出力し、洗浄水Ｗを
洗浄部３０に圧送させる。洗浄水Ｗが洗浄部３０に圧送されてくると、噴射ノズル３１は
、観察窓１２の外面に向けて洗浄水Ｗを噴射する。これにより、観察窓１２において洗浄
水Ｗが吹き付けられた部分の汚れが除去される。
【００４９】
　次に、制御部１００が自動で洗浄制御を実行する場合の流れの一例を、図２のフローチ
ャートを参照して説明する。
　操作者が、内視鏡１Ａの挿入部２の先端側を体内に挿入して体内を観察している際に、
内視鏡先端部の観察窓１２に汚れが付着して、撮像部２０による撮像がしにくくなること
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がある。その対策として、本洗浄制御のプログラムが実行される。
　洗浄制御のプログラムがスタートすると、まず、ステップＳ１で観察窓１２の汚れの有
無の確認動作が実行される。観察窓１２の汚れの有無の確認は、たとえば表示装置に表示
される画像を処理する公知の方法で行われる。
【００５０】
　ステップＳ１の次はステップＳ２に進む。ステップＳ２は、ステップＳ１における確認
動作の結果得られた情報を用いて汚れの有無を判定するステップである。ステップＳ２で
は、汚れの有無が判断される。ステップＳ２において汚れ無しと判断された場合は、ステ
ップＳ１に戻り、汚れの有無の確認動作が継続される。汚れ有りと判断された場合は、ス
テップＳ３に進む。
【００５１】
　ステップＳ３では、観察窓１２の汚れの位置の確認動作が実行される。汚れの位置の確
認も、たとえば表示装置に表示される画像を処理する公知の方法で行われる。
　ステップＳ３の次はステップＳ４に進む。ステップＳ４では、観察窓１２における汚れ
の位置が判定される。本実施形態では、汚れの位置について、撮像部２０における撮像視
野方向の正面と、撮像部２０における撮像視野方向の外方（撮像部２０の撮像視野中心が
向けられていない側）との２つの領域に分けて処理を分岐させる。
　汚れの位置が撮像部２０による撮像視野方向の正面と判断された場合は、撮像視野方向
の正面に位置する汚れを除去するためのステップＳ５に進む。汚れの位置が撮像部２０に
よる撮像視野方向の正面と反対方向と判断された場合は、撮像視野方向の正面と反対側に
位置する汚れを除去するためのステップＳ６に進む。
　撮像部２０の撮像視野方向が一方側に偏倚している場合、撮像部の撮像視野方向の正面
とは、撮像部２０が偏倚している側を指す。撮像部の撮像視野方向の正面と反対方向とは
、撮像部２０の撮像視野方向が偏倚している側と反対側を指す。
【００５２】
　ステップＳ５では、洗浄部３０に対する洗浄水の供給が行われ、観察窓１２の洗浄が実
行される。このとき、撮像部２０の向きと洗浄部３０の向きが揃っているので、撮像部２
０の撮像視野方向の観察窓１２の位置が洗浄される。ステップＳ５で洗浄が実行された後
、洗浄処理は終了し、再びスタートに戻る。
【００５３】
　ステップＳ６では、撮像部２０と洗浄部３０を動かしながら送水し窓全体を洗浄する動
作が実行される。これでステップＳ６は終了しステップＳ７に進む。
　ステップＳ７では、撮像部２０を元の位置に戻す動作が実行される。これで洗浄処理は
いったん終了し、再びスタートに戻る。
【００５４】
　次に、撮像部２０の撮像視野方向を変更するタイミングにおいて観察窓１２を洗浄する
場合について、図３のタイミングチャートを用いて説明する。
　撮像部２０の撮像視野方向を変更する動作は、操作者が、変更された撮像視野における
撮像対象を見たいと所望することによって行なわれる蓋然性が高い。このため、変更され
た撮像視野において観察窓１２は洗浄済みであることが好ましい。本実施形態では、制御
部１００は、撮像視野を変更するための指令であるトリガー信号が制御部１００に入力さ
れると、撮像部２０と洗浄部３０とを連動して回動させる。その後、制御部１００は、引
き続いて、噴射ノズル３１から洗浄水Ｗを噴射させる。すなわち、本実施形態では、撮像
部２０と洗浄部３０との回動動作と洗浄水Ｗの噴射動作とが連動している。
　これにより、撮像視野を変更するための撮像部２０の移動が完了したときには観察窓１
２の洗浄も完了した状態となり、操作者は変更された撮像視野において好適に処置をする
ことができる。
【００５５】
　図３に示すタイミングチャートにおいて、トリガーとなる信号が発せられてから送水が
開始されるまでの間のタイミングにおいて、汚れの有無を判定して送水の要否を決定する



(11) JP 2016-504054 A 2016.2.12

10

20

30

40

50

ステップを有していてもよい。この場合、撮像視野が変更されるときに常に洗浄が行なわ
れるのではなく、撮像視野が変更され、かつ変更先において観察窓１２に汚れがある場合
のみ洗浄が行なわれる。
【００５６】
本実施形態に係る内視鏡１Ａでは、撮像部２０の撮像視野方向を考慮して洗浄水Ｗの噴射
が行なわれる。すなわち、本実施形態では、撮像部２０の動きと連動して洗浄部３０によ
る洗浄位置が変更され、移動した撮像部２０の観察視野方向を含む位置の観察窓１２の外
面が洗浄部３０によって洗浄される。従って、本実施形態に係る内視鏡１Ａは、特に撮像
部２０で撮像したい方向の観察窓１２の位置を洗浄することができ、効率の良い洗浄を行
うことができる。また本実施形態に係る内視鏡１Ａは、観察窓１２の全体を一度に洗浄で
きるような大がかりな洗浄部を必要としない。本実施形態に係る内視鏡１Ａにおいて、洗
浄部３０は、撮像部２０の撮像視野外で洗浄する必要性がない部分には洗浄水Ｗを噴射し
ないので、洗浄水Ｗを無駄にすることが少なく、効率のよい洗浄を行うことができる。
【００５７】
　第１実施形態では、制御部１００が、自動的に観察窓１２の汚れの有無や汚れの場所を
判断している。しかし、操作者が、撮像部２０の撮影した画像を見て、汚れの有無や汚れ
の場所を判断することもできる。その場合は、操作者が直接、制御部１００に洗浄の指令
を入力すればよい。
【００５８】
（第２実施形態）
　次に、本発明の第２実施形態について説明する。以下に説明する各実施形態において、
上述の第１実施形態と同様の構成要素には、同一の符号を付して重複する説明を省略する
。
　図４は、第２実施形態に係る内視鏡の先端の構成を模式的に示す斜視図である。図５は
、本実施形態に係る内視鏡の一部の構成を示す平面図である。
【００５９】
　図４および図５に示すように、本実施形態に係る内視鏡１Ｂでは、洗浄部３０の洗浄パ
イプ３２をプーリ３５に対して取り付ける構造が、第１実施形態に係る内視鏡１Ａと異な
る。この内視鏡１Ｂでは、図１に示される固定具３４の代わりに、固定ピン４０と、長孔
４２を有するスライド部材４１と、ピボット軸４３とを用いて、洗浄パイプ３２がプーリ
３５に連結されている。
【００６０】
　プーリ３５の回転面に沿った側面には、固定ピン４０が固定されている。固定ピン４０
の中心軸線は、プーリ３５の回転軸と平行に延びている。
【００６１】
　洗浄パイプ３２の基端部には、長孔４２を有するスライド部材４１が取り付けられてい
る。長孔４２は、長孔４２の長径が洗浄パイプ３２の中心軸線方向（長手方向）に形成さ
れている。
【００６２】
　固定ピン４０は、スライド部材４１の長孔４２にスライド自在に挿入され、スライド部
材４１に係合している。
　ピボット軸４３は、洗浄パイプ３２の長手方向の先端部と基端部の中間部分に配されて
いる。ピボット軸４３は、洗浄パイプ３２を洗浄部収納室１４内で揺動可能に保持してい
る。これにより、洗浄パイプ３２は、プーリ３５の回転面に平行な面内でピボット軸４３
を回動中心として回動可能である。
　すなわち、本実施形態では、洗浄パイプ３２は、プーリ３５が回動することで、ピボッ
ト軸４３を中心に、観察窓１２の長径方向に沿って回動するように構成されている。具体
的には、ピボット軸４３を中心に洗浄パイプ３２がシーソー状に揺動するので、洗浄パイ
プ３２の先端側は、洗浄パイプ３２の基端側と反対方向に揺動するように構成されている
。本実施形態では、ピボット軸４３から噴射ノズル３１までの長さと、ピボット軸４３か



(12) JP 2016-504054 A 2016.2.12

10

20

30

40

50

ら固定ピン４０までの長さが等しく設定されている。従って、プーリ３５が回転した際の
固定ピン４０の変位量と噴射ノズル３１の変位量とは等しい。
　たとえば、プーリ３５がその回転面に沿った一方向に回転軸回りに（図４における矢印
Ｄ１方向）に回転し、撮像部２０がプーリ３５と同じ矢印Ａ１方向に回動すると、固定ピ
ン４０がスライド部材４１を押す。固定ピン４０によりスライド部材４１が押されると、
スライド部材４１はピボット軸４３を支点にして図４に示す矢印Ｅ１方向に回動する。ス
ライド部材４１が矢印Ｅ１方向に回動すると、洗浄パイプ３２の先端側は、撮像部２０と
反対の矢印Ｂ２方向に回動する。
【００６３】
　洗浄位置変更手段Ｎ１は、洗浄部３０による洗浄位置を変更する。本実施形態では、プ
ーリ３５が回転することで、洗浄部３０が観察窓１２の長径方向に沿って回動し、洗浄部
３０による観察窓１２に対する洗浄位置が変更される。すなわち、洗浄位置変更手段Ｎ１
は、撮像部移動手段Ｍ１と共用されている。プーリ３５は、洗浄部３０と撮像部２０とが
共に連結されている。本実施形態において、プーリ３５が、洗浄部３０と撮像部２０を連
動させる連動手段Ｒ１に相当する。
【００６４】
　本実施形態に係る内視鏡１Ｂでは、洗浄部３０は、固定ピン４０、スライド部材４１、
ピボット軸４３を用いてプーリ３５に連結されている。すなわち、洗浄部３０をプーリ３
５に連結している固定ピン４０、スライド部材４１、ピボット軸４３が、動力伝達手段Ｔ
２に相当する。この動力伝達手段Ｔ２は、撮像部移動手段Ｍ１により移動させた撮像部２
０の位置における撮像視野方向と異なる方向の観察窓１２の位置に洗浄位置を変更するこ
とができる。
【００６５】
　次に本実施形態に係る内視鏡１Ｂの作用を、図４から図７を参照して説明する。
　図６は、内視鏡１Ｂで実行される洗浄制御の流れを示すフローチャートである。図７は
、内視鏡１Ｂで実行される洗浄動作のタイミングチャートである。
　制御部１００が自動で洗浄制御を実行する場合の流れを、図６のフローチャートを参照
して説明する。
【００６６】
　洗浄制御のプログラムがスタートすると、上記第１実施形態と同様にステップＳ１から
ステップＳ３が実行される。
　本実施形態では、第１実施形態で説明したステップＳ４に代えて、処理内容が異なるス
テップＳ１４が行なわれる。
　ステップＳ１４では、第１実施形態におけるステップＳ４と同様に汚れの場所を判定す
る。そして、ステップＳ１４で、汚れの場所が撮像部２０による撮像視野方向の正面と反
対方向の位置であると判定された場合は、ステップＳ５に進む。また、ステップＳ１４で
汚れの場所が撮像部２０による撮像視野方向の正面と判定された場合は、ステップＳ６に
進む。
【００６７】
　ステップＳ５では、第１実施形態と同様に、撮像部２０が動かない状態を保ちながら、
洗浄部３０に対する送水が行われ、観察窓１２の洗浄が実行される。このとき、洗浄部３
０は、撮像部２０の向きと異なる方向に配置されるので、撮像部２０の撮像視野方向と反
対側にある汚れが洗浄される。
　ステップＳ５で洗浄が実行された後、洗浄処理はいったん終了し、再びスタートに戻る
。
【００６８】
　ステップＳ６では、撮像部２０と洗浄部３０を動かしながら送水し窓全体を洗浄する動
作が実行される。本実施形態では、撮像部２０の移動方向と洗浄部３０の移動方向とが逆
になっている点で上述の第１実施形態に係る内視鏡１Ａと構成が異なっている。すなわち
、本実施形態において、ステップＳ６は、撮像視野方向の外方に位置している噴射ノズル
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３１を、ステップＳ１４における撮像視野方向の正面へと移動させながら洗浄水Ｗを噴射
するステップである。このとき、撮像部２０は撮像視野方向の正面から反対方向へと一旦
移動する。
　これでステップＳ６は終了しステップＳ７に進む。
【００６９】
　ステップＳ７では、撮像部２０を元の位置に戻す動作が実行される。これで洗浄処理は
いったん終了し、再びスタートに戻る。すなわち、本実施形態では、撮像視野方向の正面
を洗浄する場合に、撮像部２０の撮像視野が一旦反対側へ移動するが、洗浄終了後に直ち
に撮像部２０の撮像視野方向が元の方向へと復帰する。
【００７０】
　次に、撮像部２０の撮像視野方向を変更するタイミングにおいて観察窓１２を洗浄する
場合について、図７のタイミングチャートを用いて説明する。
　第１実施形態と同様に、撮像部２０の撮像視野方向を変更する動作は、操作者が、変更
された撮像視野における撮像対象を見たいと所望することによって行なわれる蓋然性が高
い。このため、変更された撮像視野において観察窓１２は洗浄済みであることが好ましい
。本実施形態では、制御部１００は、撮像視野を変更するための指令であるトリガー信号
が制御部１００に入力されると、洗浄部３０から洗浄水Ｗを噴射させる。その後、制御部
１００は、撮像部２０と洗浄部３０とを連動して回動させる。すなわち、本実施形態では
、撮像部２０と洗浄部３０との回動動作と洗浄水Ｗの噴射動作とが連動している。
　これにより、撮像視野方向を変更するための撮像部２０の移動を開始する前にすでに移
動先における観察窓１２の洗浄も完了した状態となり、操作者は変更された撮像視野にお
いて好適な処置を直ちに開始することができる。
【００７１】
（第３実施形態）
　次に、本発明の第３実施形態について説明する。
　図８および図９は、本発明の第３実施形態に係る内視鏡に含まれる洗浄部および洗浄位
置変更手段の構成を示す図で、図８は平面図、図９は正面図である。
【００７２】
　上記第１実施形態および第２実施形態では、洗浄部３０の噴射ノズル３１が観察窓１２
に対して移動することで、洗浄部３０による洗浄位置の変更が行われる場合を述べた。こ
れに対し、本実施形態では、洗浄部の噴射ノズルが固定状態にあり、噴射ノズルが複数の
中から選択されることで、洗浄部による洗浄位置の変更が行われる場合を説明する。
【００７３】
　図８および図９に示すように、本実施形態の洗浄部１３０は、観察窓１２の外面の複数
の領域をそれぞれ洗浄する複数の噴射ノズル７１、７２、７３を有している。複数の噴射
ノズル７１、７２、７３は、観察窓１２の外面の複数の領域にそれぞれ対応する領域別洗
浄部である。各噴射ノズル７１、７２、７３は、観察窓１２の長径方向に沿って配列され
ている。
【００７４】
　各噴射ノズル７１、７２、７３が配列される方向における一方の端の噴射ノズル７１は
、観察窓１２の長径方向の一方の端部に近い領域を洗浄することができるように構成され
ている。配列方向の中央の噴射ノズル７２は、観察窓１２の長径方向の中央の領域を洗浄
することができるように構成されている。配列方向の他方の端の噴射ノズル７３は、観察
窓１２の長径方向の他方の端部に近い領域を洗浄することができるように構成されている
。
　これら噴射ノズル７１、７２、７３の配列に対して、円柱形の流路切換部材７５が組み
合わせられる。流路切換部材７５は送水をどの噴射ノズル７１、７２、７３に対して行う
かを選択する部材である。この流路切換部材７５は、プーリ３５の回転軸線と平行な回転
軸線を持つ回転軸７４により回転自在に支持されている。
【００７５】
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　流路切換部材７５の内部には、回転軸７４内の通路７６を介して、送水ホース３７（図
１参照）からの送水が行われる切換流路７７が設けられている。この切換流路７７は、流
路切換部材７５の直径方向に形成されている。切換流路７７の一端は栓７８で塞がれ、他
端は流路切換部材７５の外周に形成された開口７７ａで開口している。
【００７６】
　各噴射ノズル７１、７２、７３には、パイプ７１ａ、７２ａ、７３ａがそれぞれ設けら
れている。パイプ７１ａ、７２ａ、７３ａは、流路切換部材７５の開口７７ａに対して、
スライド自在に気密に連通する。従って、流路切換部材７５が回転することで、切換流路
７７と噴射ノズル７１、７２、７３のいずれか１つとを連通させることができるように構
成されている。すなわち、どの噴射ノズル７１、７２、７３が切換流路７７と連通するか
によって、観察窓１２に対する洗浄位置が変更される。本実施形態では、流路切換部材７
５が洗浄位置変更手段Ｎ３に相当する。
【００７７】
　流路切換部材７５は、プーリ３５（図１参照）に対して図示しない動力伝達手段を介し
て連結されている。流路切換部材７５の回転軸線とプーリ３５の回転軸線とが平行である
から、連結軸５０（図１参照）が直接回転軸７４として用いられていてもよい。また、別
の動力伝達手段がプーリ３５と流路切換部材７５との間に介在されていてもよい。動力伝
達手段を介して流路切換部材７５とプーリ３５とが互いに連結されているので、流路切換
部材７５はプーリ３５と連動して回転するように構成されている。従って、本実施形態で
は、動力伝達手段が連動手段に相当する。
【００７８】
　本実施形態に係る内視鏡では、観察窓１２の長径方向に配列された噴射ノズル７１、７
２、７３のうちの１つが選択されることで、観察窓１２に対する洗浄位置が変更される。
従って、本実施形態に係る内視鏡は、噴射ノズル７１、７２、７３に対する流路を切り換
える部材が設けられているだけのコンパクトな構造が実現される。
【００７９】
　本実施形態に係る内視鏡では、噴射ノズル７１、７２、７３は先端部ハウジング１０に
固定された状態であるので、上述の各実施形態に示す構成と比較して容易かつ確実に水密
状態とすることができる。
【００８０】
（第４実施形態）
　次に、本発明の第４実施形態について説明する。
　図１０は、本発明の第４実施形態に係る内視鏡の先端の構成を模式的に示す斜視図であ
る。
　上記第１実施形態および第２実施形態では、洗浄部３０の洗浄パイプ３２および噴射ノ
ズル３１が観察窓１２に対して移動することで、洗浄部３０による洗浄位置の変更が行わ
れる場合を述べた。これに対し、本実施形態に係る内視鏡１Ｃでは、図１０に示すように
、洗浄部３０の洗浄パイプ３２が固定状態にあり、洗浄パイプ３２の先端開口３２ａに面
する位置に、可動式の反射板８１が設けられている。この内視鏡１Ｃでは、反射板８１の
姿勢が変わることで、洗浄部３０による洗浄位置の変更が行われる。
【００８１】
　本実施形態に係る内視鏡１Ｃの洗浄部３０は、洗浄パイプ３２と、可動式の反射板８１
とを有する。洗浄パイプ３２は、先端部ハウジング１０に対して固定されている。反射板
８１は、洗浄パイプ３２に取り付けられている。本実施形態では、洗浄パイプ３２の先端
には、第１実施形態や第２実施形態のように、洗浄水を観察窓１２の外面に向かって直接
噴射する噴射ノズル３１は設けられていない。代わりに、洗浄パイプ３２の先端開口３２
ａが、反射板８１に向けられている。
【００８２】
　反射板８１は、洗浄パイプ３２の先端開口３２ａから吹き出された洗浄水Ｗを、観察窓
１２の外面に向けて反射する。反射された洗浄水は、観察窓１２の外面に吹き付けられて
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観察窓１２を洗浄するように構成されている。
【００８３】
　反射板８１には、反射板８１の向きを変えるロッド８０が連結されている。ロッド８０
は、運動方向変換部８５を介してプーリ３５に連結されている。運動方向変換部８５は、
プーリ３５の回転を、反射板８１の向きを変える動作として、ロッド８０に伝える手段で
ある。反射板８１は、運動方向変換部８５及びロッド８０によって反射板８１の向きが調
整されることで、洗浄パイプ３２の先端開口３２ａから吹き出された洗浄水Ｗを観察窓１
２に吹き付ける位置を変更することができるように構成されている。
【００８４】
　本実施形態に係る内視鏡１Ｃにおいて、洗浄部３０による洗浄位置を変更する洗浄位置
変更手段Ｎ２は、反射板８１、ロッド８０、運動方向変換部８５などによって構成されて
いる。また、連動手段Ｒ２および動力伝達手段Ｔ３は、運動方向変換部８５によって構成
されている。
　本実施形態に係る内視鏡１Ｃでも、上記第１実施形態、第２実施形態と同様の効果を奏
する。
　さらに、本実施形態に係る内視鏡１Ｃによれば、洗浄パイプ３２自体を動かさなくてよ
いので、簡易な機構で洗浄水の吹き付け方向を変更することができる。従って、本実施形
態は、洗浄位置変更手段Ｎ２の構造をコンパクトにすることができる。
【００８５】
（第５実施形態）
　次に、本発明の第５実施形態について説明する。
　図１１は、本発明の第５実施形態に係る内視鏡の先端の構成を模式的に示す斜視図であ
る。図１２は、同内視鏡の駆動系の構成を示すブロック図である。
　上記第１実施形態および第２実施形態では、撮像部移動手段Ｍ１と洗浄位置変更手段Ｎ
１とが同じ駆動系で共用される構成について述べた。しかし、撮像部移動手段Ｍ１と洗浄
位置変更手段Ｎ１の駆動系はそれぞれ別に構成されていてもよい。
【００８６】
　図１１および図１２に示すように、本第５実施形態に係る内視鏡１Ｄでは、撮像部移動
手段Ｍ１と洗浄位置変更手段Ｎ１とが、別の駆動系として独立して設けられている。
　撮像部移動手段Ｍ１は、アクチュエータ（第１駆動部）１０１と、操作ワイヤ６０と、
プーリ３５とを有している。洗浄位置変更手段Ｎ１は、洗浄部３０を動かすためのアクチ
ュエータ（第２駆動部）１０２と、操作ワイヤ６２と、プーリ１３５とを備えている。
【００８７】
　洗浄位置変更手段Ｎ１のアクチュエータ１０２、操作ワイヤ６２、プーリ１３５は、撮
像部移動手段Ｍ１のアクチュエータ１０１、操作ワイヤ６０、プーリ３５と同様に、ワイ
ヤが押し引きされることによってプーリが回転するように構成されている。すなわち、本
実施形態では、操作ワイヤ６２が矢印Ｆ１、Ｆ２方向に押し引きされることにより、プー
リ１３５が回転する。
【００８８】
　洗浄位置変更手段Ｎ１のプーリ１３５には、洗浄部３０の洗浄パイプ３２が固定具３４
を用いて固定されている。従って、プーリ１３５が回転することで、洗浄部３０が矢印Ｂ
１、Ｂ２方向に回動するように構成されている。
　また、制御部１００は、撮像部移動手段Ｍ１のアクチュエータ１０１と洗浄位置変更手
段Ｎ１のアクチュエータ１０２とを連動して動かす機能を備えている。すなわち、本実施
形態では、制御部１００が連動手段Ｒ３に相当する。
【００８９】
　次に本実施形態に係る内視鏡１Ｄの作用を、図１１から図１４を参照して説明する。
　図１３は、内視鏡１Ｄで実行される洗浄制御の流れを示すフローチャートである。図１
４は、内視鏡１Ｄで実行される洗浄動作のタイミングチャートである。
　制御部１００が自動で洗浄制御を実行する場合の流れを、図１３のフローチャートを参
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照して説明する。
【００９０】
　洗浄制御のプログラムがスタートすると、第１実施形態と同様に、ステップＳ１で観察
窓１２の汚れの有無の確認動作が実行され、ステップＳ２で汚れの有無が判断される。
　汚れ有りの場合、ステップＳ２の次にステップＳ３に進む。ステップＳ３では、洗浄部
３０が撮像部２０に追従して撮像部２０の撮像視野方向に移動される。洗浄部３０の移動
は、撮像部２０の移動中に追従して行われてもよいし、撮像部２０の移動が停止されてか
ら行われてもよい。
【００９１】
　ステップＳ３の次はステップＳ５に進む。ステップＳ５では、洗浄部３０に対する送水
が行われて、撮像部２０の撮像視野方向の位置の観察窓１２の外面が洗浄される。
　ステップＳ５で洗浄が実行された後、洗浄処理はいったん終了し、再びスタートに戻る
。
【００９２】
　図１４のタイミングチャートを用いて、本実施形態における洗浄動作のタイミングにつ
いて説明する。
　制御部１００は、トリガー信号が入力されることで、図１３に示したフローチャートの
制御を実行する。そして、制御部１００は、洗浄が必要な場合に、撮像部移動手段Ｍ１の
アクチュエータ１０１および洗浄位置変更手段Ｎ１のアクチュエータ１０２ならびに送水
部１１０に駆動信号を出力する。アクチュエータ１０１が動作すると、撮像部２０が回動
する。撮像部２０の回動に追従して、アクチュエータ１０２が動作すると、洗浄部３０が
回動する。また、送水部１１０が動作すると、洗浄部３０に洗浄水が圧送されて洗浄が実
行される。
【００９３】
　撮像部２０と洗浄部３０は独立して動かせるが、互いに連動して動くように制御される
。図１４のタイミングチャートでは、撮像部２０が移動してから洗浄部３０が移動する。
その後、送水が行われる。従って、本実施形態に係る内視鏡１Ｄによれば、汚れた箇所を
撮像部２０の撮像視野を変えずに洗浄することができるという効果を奏する。
【００９４】
　本実施形態に係る内視鏡１Ｄは、撮像部２０と洗浄部３０を任意のタイミングで独立し
て動かすことができる。但し、撮像部２０と洗浄部３０は、互いに連動するように動作が
制御される。従って、本実施形態に係る内視鏡１Ｄは、撮像部２０と洗浄部３０と送水部
１１０との動作を様々に組み合わせることができる。
【００９５】
　以下に、図１５～図１９を参照して、内視鏡１Ｄが実行し得る動作の例を説明する。
　図１５～図１９は、観察窓１２を洗浄する各動作の例を示すタイミングチャートである
。
　図１５のタイミングチャートでは、洗浄部３０が先に移動し、送水が行われた後に、撮
像部２０が移動する場合の例が示されている。この動作例によれば、先に汚れが除去され
た観察窓１２の部分を通して、後から移動する撮像部２０が撮像できるという効果を奏す
る。
【００９６】
　図１６のタイミングチャートでは、撮像部２０の往復移動と洗浄部３０の往復移動とが
同時に行われると共に同じタイミングで送水が行われる場合の例が示されている。この動
作例は、観察している撮像視野方向の観察窓１２が汚れているときに、一瞬だけ撮像部２
０と洗浄部３０を一緒に動かしながら送水して、洗浄後に元の位置に戻るという動作を示
している。
【００９７】
　図１７のタイミングチャートでは、撮像部２０が移動した後、洗浄部３０がこまめに往
復移動を繰り返し、その間、送水が継続して行われる場合の例が示されている。この動作
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例によれば、観察窓１２の全面が、こまめに往復移動する洗浄部３０によって洗浄される
という効果を奏する。
【００９８】
　図１８のタイミングチャートでは、「洗浄部３０が動き、送水し、撮像部２０が動く」
という動作が繰り返し行われる場合の例が示されている。この動作例では、撮像部２０の
動く先を洗浄しながら少しずつ洗浄部３０が動くことで、観察窓１２の洗浄が行われる。
【００９９】
　図１９のタイミングチャートでは、撮像部２０の移動の直前に、送水だけ行い、洗浄部
３０は移動しない場合の例が示されている。この動作例では、送水つまり洗浄動作が、撮
像部２０の移動動作に連動して行われる。送水のタイミングは、撮像部２０の移動の後で
あってもよい。また、送水のタイミングは、撮像部２０の移動の途中であってもよい。
　図１９に示す例の場合、制御部１００の中の送水部１１０を制御する機能が、撮像部移
動手段Ｍ１による撮像部２０に対する撮像視野範囲の変更動作と洗浄部３０による洗浄動
作とを連動させる連動手段に相当する。
【０１００】
　上記実施形態では、洗浄部３０が噴射ノズル３１と洗浄パイプ３２で構成された例を示
したが、これに代えて、洗浄部が、観察窓１２の外面を清拭するワイパーで構成されてい
てもよい。
【０１０１】
　以上、本発明の各実施形態を説明したが、本発明の技術範囲は上記実施形態に限定され
るものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲において各実施形態における構成要素の
組み合わせを変えたり、各構成要素に種々の変更を加えたり、削除したりすることが可能
である。本発明は前述した説明によって限定されることはなく、添付のクレームの範囲に
よってのみ限定される。
【産業上の利用可能性】
【０１０２】
　上記内視鏡によれば、撮像部で撮像したい方向の観察窓の位置を洗浄することができ、
効率の良い洗浄を行うことができる内視鏡を提供することができる。
【符号の説明】
【０１０３】
１Ａ，１Ｂ，１Ｃ，１Ｄ　内視鏡
２　挿入部（内視鏡挿入部）
１０　先端部ハウジング
１２　観察窓
２０　撮像部
Ｍ１　撮像部移動手段
３０　洗浄部
Ｒ１、Ｒ２，Ｒ３　連動手段
Ｎ１，Ｎ２，Ｎ３　洗浄位置変更手段
７１，７２，７３　噴射ノズル（領域別洗浄部）
１０１　アクチュエータ（第１駆動部）
１０２　アクチュエータ（第２駆動部）
３１　噴射ノズル
１００　制御部
８１　反射板
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中的观察窗，以及设置在远端壳体中的观察窗，并且远端壳体的远端壳
体通过观察窗设置。 用于拾取外部图像拾取目标的图像拾取单元，用于
相对于观察窗移动图像拾取单元以改变图像拾取单元的图像拾取范围的
图像拾取单元移动单元，以及用于清洗观察窗口的外表面的清洁单元。 
联锁装置用于联锁通过成像部移动装置改变成像部的成像视野范围的操
作和通过清洁部进行的清洁操作。
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